
第２回美里町立小学校統合準備委員会概要録 

招 集 期 日 令和６年７月４日（木曜日） 

招 集 場 所 美里町役場 ２階 ２０１会議室 

開 会 閉 会 開会 午後２時３０分 閉会 午後３時３０分 

出 席 委 員 田端恵美子（委員長）、横関 賢治（副委員長）、 

櫻沢 克幸、新井 英行、 

岡本 一雄、深町 元秀、櫻井 重美、 

塩谷 裕之、岩片 利彦、北野 政行、 

谷藤 祐紀、野澤 諭志、久保田恵、久保田優子、 

大澤 伸一、髙田 真清、志村 弘人 

欠 席 委 員 門倉 正人 

説明のために 

出 席 し た 者 

教 育 長 南  幹生、事務局長 坂井 智也 

指導主事 神部 太輔、指導主事 熊谷 青士 

係 長  新井 大樹、主 任  田中 健人 

傍 聴 人 ０人 

 

次第 内容 

１ 開会 事務局 

（局長） 

定刻となったので開会する。 

本日の会議の進行は事務局長が行う。 

２ あいさつ 教育長 埼玉県の町村教育長会議でも、学校統廃合に

ついてはどの市町村も避けては通れない課

題と話題になっている。近隣では長瀞町で今

年度から小学校が 1 校に統合された。神川町

も今後統合が段階的に進んでいく。熊谷市に

おいても、小規模校の統合が進んでいる。 

この美里町の統合準備委員会においては、将

来の美里町を背負って立つ子供たちにとっ

て、望ましい学校教育環境は何か、その望ま

しい学校教育環境の中で、どのような教育を

進めたらよいかの視点を、大切に協議を進め

ていただきたい。 

３ 議事 事務局 議事進行は委員長にお願いする。 

なお、前回議事録については委員長及び委員

から署名いただき承認済み。 

議事（１） 委員長 議事（１）必要諸室の検討について、事務局

から説明させる。 

事務局 【資料 1】【資料 2】【資料 3】をもとに説明す

る。 



委員長 挙手で質疑を受け付ける。 

委員 プールについては、敷地内に設置しないとい

うことも検討しているのか。 

事務局 検討しているが、必ず外部委託をすると決定

はしていない。 

プールについては他市町村でも民営のプー

ルを利用して授業を行っている学校がある。 

基本的に小学校のプールについては設置を

していく方向ではあるが、将来的にはそうい

った可能性もあるという状況である。 

委員 スクールバスを予定しているという話だが、

具体的に何台用意して、運転手の手配などは

どう考えているのか。 

事務局 集合箇所を何か所か用意するような形で、試

算として大まかな台数は算出したが、実際に

必要な台数等は確定していない。 

本委員会で建物の規模等が決まったら、台数

やコースなどバスのことも決めていく形に

なる。 

委員 新設される体育館に、空調設備は設けられる

のか。 

事務局 空調設備を備えるよう考えている。 

避難所としての活用も想定し、必要な設備を

設置していく。 

委員 町民はスクールバスに期待している。 

統合する 2年前あたりから試運転として運航

してもらえるとありがたい。 

事務局 町が直営でバスと運転手を用意するのか、全

部委託をするのか、一部を町が用意するの

か、という点について、費用対効果も考える

必要がある。 

町直営の場合には、通学と下校以外はバスを

使用しないので、循環バスとして使うことも

可能だと考えているが、最終的には発生する

費用から、直営か全部委託かなどを決めてい

くことになる。 

スクールバスの循環バス利用については、町

の交通政策とも関連することでもあるので、

町長部局と連絡を密に取りながら、どういっ



た方法で費用対効果やバスの維持ができる

のか、といった部分を検討させていただきた

い。 

委員 プールの話で外部委託の話も出たが、スクー

ルバスで近隣市町にも行けるようなルート

を検討していく必要がある。今後、美里町は

どうプール活用するかといった考え方を早

めに出してもらいたい。 

事務局 教育委員会としては、統合を最優先に考えて

いる。 

外部委託については、共用プールの建設な

ど、他市町との協議が必要となるため、町長

部局と連携を図りながら進めるが、他市町と

の連携を待って統合を進める、ということは

基本的には考えていない。 

委員 小学校校舎だけでなく、体育館の建替えなど

も含め、今の中学校敷地内だけで足りるの

か、土地を購入して拡大するのか、その点も

早めに検討したほうが良い。 

事務局 敷地については、現況の中学校の敷地内に配

置していく予定だが、今後の検討の中で、必

要であれば購入させていただきたいと考え

ている。現時点で必ず購入するかどうかはま

だ決定はしてない。 

委員 体育館を２つ建てる場合、大きさや設備は全

く同じなのか。 

事務局 小学校用の体育館として小規模のものを、中

学校用の体育館としてそれよりも規模の大

きいものを作る考えだが、小中どちらも授業

で使えるような運用を想定している。 

式典で必要なステージなどはどちらか片方

でよいか、という考え方もあるため、そうし

た学校行事に係る部分は現場の先生方のご

意見を今後聞取り、必要な設備について検討

していきたい。 

委員 プールの授業は学習指導要領で何時間やら

ないといけないなど決まりがあるのか。 

授業時数によっては、外部委託よりも敷地内

に作ったほうが良いという考え方もある。 



事務局 小学校のプール授業について、学習指導要領

には「必ず何時間以上やるように」といった

記載はない。 

参考に、児玉郡市内の小学校の様子では大体

10 時間程度を実施している。もっと少ない学

校もあるし、天候によって左右されるので、

予定よりも少ない回数の学校もある。 

委員 学童保育の施設の今後について 

事務局 学童については、直接の担当課がこども未来

課になるため、この場で具体的な話はできな

いが、町の考えとしては、基本的に小学校が

統合した場合には、学童も一つになる、とい

うことを想定している。 

建物については、町の方が用意する必要があ

るのではないかと考えている。 

建設位置について、町長答弁で統合校敷地内

がいいという話もあったが、町の松久駅周辺

開発の件もあるので、そこも含めた検討を現

在している。 

学童保育施設は教育委員会の所管ではなく

なるが、小学校整備に必ず関連してくるとこ

ろでもあるので、必要な施設整備について、

こども未来課と協議していく。 

委員 学童保育施設は、既存中学校や新設小学校の

空き教室を使うことはできないのか。 

事務局 可能ではあるが、敷地内や既存建物内に学童

を設置する場合は、防犯上の観点から、児童

生徒と学童保育利用者との動線が交わらな

いように設置する必要があると考えている。 

委員 20 年以上前になるが、別の地域で学童のアル

バイトをしたことがある。その際には学童が

学校敷地内にあった。出入口も分かれていな

かった。既にある建物を利用するなら費用は

掛からないと思ったが、事務局の説明のとお

り、安全上の観点などいろいろ厳しくなって

いると思う。 

委員 ハードの話ばかり出ているが、子供の話をし

ておきたい。 

事務局 今回の準備委員会では、施設の規模を検討し



ていただきたい。 

委員 小学校の 5 年生と 6 年生の教室を中学校校舎

に入れるとのことだが、年齢的に難しくなっ

てきている子供を中学校校舎に入れるメリ

ットやデメリットはあるのか。 

事務局 小学生が中学校に上がる際、環境に慣れずに

不登校になってしまうとか、中学校に馴染め

ないということから悩む子どもがおり、こう

した「中一ギャップ」の解消というメリット

があると考えている。 

今回 5、6 年生が中学校校舎で学ぶというの

は、先輩である中学生や中学校の先生と日常

的に会うことで、その環境に慣れることがで

きる。 

デメリットとしてあまり大きなものではな

いが、小学校で行っている「縦割り活動」等

は時間がかかるかもしれない。現在は同じ校

舎内でやっているため、こうした活動につい

ては、例えば渡り廊下を挟んで隣の校舎に移

動することになることで、今までよりはスム

ーズにいかない部分もあると思う。こうした

デメリットを含めてみても、メリットの方が

高いと考えている。 

委員 プールを新設するのであれば、屋根付き・空

調付きの良い教育環境でプール授業ができ

るのか。 

事務局 プールに屋根をかけるとなると、温水設備を

用意する必要がある。 

費用対効果や使用頻度といった観点から、屋

外プールや、屋内プール、外部委託にするか

を検討させていただきたい。 

委員 埼玉県でも児童の体力低下が問題視されて

いる。国からは部活動の地域移行という話が

出ているが、受験でも部活動が加点とされな

くなった、という時点で、部活をやらせない

という親もいる。子供たちの体力低下問題を

踏まえて検討してほしい。 

事務局 部活動の地域移行については、国全体で今も

試行錯誤しており、どういった形の運用がい



いのか、定まっていない状態である。 

美里町では、会計年度任用職員という町職員

としての身分を保証したうえで、部活動指導

員の採用を行っている。 

また、町内の小中学校は人数が少ないため、

単独の部活が維持できないといった問題が

ある。近隣との調整を含め、広域連携につい

ても投げかけていきたいと考えている。 

委員 学校の視察をしたが、プールの授業をはじめ

として、タブレットの活用など学校現場では

非常に元気よく積極的な指導をしてくれて

いる。現在の美里町の教育レベルを見ると、

ここ 20 年で非常に質が良くなってきたと感

じる。 

委員 小学 5.6 年生を中学校校舎に入れると、下級

生との関りが減ってしまわないか。 

下級生と関わることでリーダーシップや責

任感といった精神をはぐくむ子供もいる。 

空き教室を利活用する話は賛成できるが、小

学校の子を持つ親は心配だと思う。 

教育長 別の校舎を使ったとしても、学校行事や教育

活動は小学校の方に参加させる。 

現在の東児玉小学校も、北校舎と南校舎で離

れているが、学校行事は同一のものに参加し

ているので、このイメージでよいと思う。 

委員 小学校が統合したら、制服の着用が必須にな

るのか。小学生はサイズがすぐに合わなくな

るので、保護者としては費用が心配である。 

教育長 現在の教育委員会としては小学校の制服導

入は考えていない。 

委員 小学校を卒業して中学校に入学する、という

ことが、子供たちの気持ちとして「進学する」

ということにつながると思う。 

中学校の普通教室ではなく、特別教室を共用

し、5.6 年生の教室は統合新校舎に入れたほ

うがいいのではないかと考えた。 

事務局 現在、中学校の普通教室がかなり余っている

状況がある。この有効活用をさせていただき

たいというところから、小学校 5.6 年生の教



室利用をしたいと考えている。 

机や椅子の高さ、授業で使う道具で危険のあ

るものなど配慮しながらにはなるが、特別教

室についても共用できる部屋を校長先生方

と協議をしていきたい。 

委員長 追加で質疑を受け付ける。 

→質疑がないため、議事（１）は了承された。 

議事（２） 委員長 議事（２）視察先の検討について、事務局か

ら説明させる。 

事務局 【視察先資料】をもとに説明する。 

委員長 挙手で質疑を受け付ける。 

委員 小中一貫校ではないようだが、木造校舎の視

察ということでよいか。 

事務局 一貫校ではないが、近隣で新しく建てられた

校舎で、美里町の統合新校舎の規模とも近い

為、新しい学校にどういった施設が考えられ

て作られているかというところを視察させ

ていただければと考えている。 

前回の町長挨拶でも地元木材の利用の話が

出たため、こうしたアイデアも盛り込まれて

いるかと思い、視察先として選定した。 

委員 公民館や子育て広場を小学校内に作るなど

しているなら、そうした学校を視察する予定

はないか。 

事務局 他の視察は予定していない。 

今後、町長部局から複合施設や学校施設の共

用化といった検討の中で、学校内にそうした

施設を入れるという可能性はあるかもしれ

ないが、現在は具体的にそうした検討はされ

ていない。もし作るとしても、学校とは別の

建物を付近に作る方向になるのではないか

と考えている。 

今後の開発の話にも関わるため、執行部とは

協議していくが、今回の小学校の新校舎建設

と複合元の施設の整備についてはまた別の

問題になるため、基本的に今の段階では、教

育委員会では小学校＝学校施設として使わ

せていただきたいと考えている。 

委員 空き教室が現状で発生しているとのことだ




